
合    気    通    信 (2)

東
戸
塚
本
部
道
場 

二
十
五
年

 

前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、
合
気
道
研
究
会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
本
部
道
場
で
あ
る
東
戸
塚
道
場

は
設
立
か
ら
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、

多
く
の
方
々
が
稽
古
に
汗
を
流
し
、
人
の
和
を
拡
げ
て

い
き
ま
し
た
。
植
芝
吉
祥
丸
合
気
会
二
代
目
道
主
、
山

口
清
吾
合
気
会
本
部
師
範
に
お
越
し
頂
き
開
設
記
念
行

事
が
行
わ
れ
た
一
九
八
四
年
当
初
、
周
囲
に
は
家
も
少

な
く
、
あ
の
歩
道
橋
も
な
か
っ
た
た
め
川
上
団
地
の
方
か

ら
道
場
に
向
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
の
入
会
し
た

一
九
九
一
年
頃
も
、
東
戸
塚
駅
前
に
は
飲
み
屋
が
一
軒

し
か
な
く
、
十
時
半
で
閉
ま
って
し
ま
う
の
で
み
な
で
走
っ

て
駅
に
向
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
の
町
並
み
を

考
え
る
と
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

 

時
は
移
り
変
わ
っ
て
も
、
道
場
に
流
れ
る
空
気
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
長
い
期
間
道
場
を
支
え
、
多
く
の
弟
子

を
育
て
人
の
和
を
拡
げ
て
い
か
れ
た
武
田
師
範
の
御
努
力

が
、
今
の
合
気
道
研
究
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
盛
況

を
作
り
上
げ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

 

四
半
世
紀
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
も
国
内

・
国
外
を
問

わ
ず
様
々
な
人
々
が
道
場
に
訪
れ
、
汗
を
流
し
稽
古
に

励
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
鶴
岡
八
幡
宮
研
修

道
場
の
二
十
五
周
年
と
共
に
、
記
念
と
し
て
合
気
通
信

の
特
別
号
を
編
集
し
ま
し
た
の
で
御
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

東戸塚本部道場開設記念行事 (1984 年 5 月 3日）

稽古納め (1986 年 12 月 21 日）

少年部稽古始め (1991 年 1 月 13 日）

黒帯会 (1998 年 11 月 22 日）

開設二十周年記念行事 (2003 年 4 月 29 日）


